
旭川地区サッカー協会 ３種事業委員会 

リスペクト・フェアプレーデイズ 
2025 夏 

 

１ 期 日 2025 年７月 19 日（土）・20 日（日）・21 日（月） 

２ 場 所 東光スポーツ公園・花咲スポーツ公園・名寄健康の森・上富良野富原運動公園 

３ 対 象 道北ブロックカブスリーグおよび旭川・道北地区カブスリーグ 

４ 内 容 ① リスペクト旗を囲んでの対戦チームによるキックオフ前の写真撮影（全試合） 

      ② MWO の配置（全試合） 

      ③ 選手・指導者・審判・保護者への振り返りアンケート（任意） 

      ※ ➀は写真をホームページに掲載 

５ その他 リスペクト・フェアプレーデイズ 2025 秋：9 月 6 日（土）・ 7 日（日）・ 

                            13 日（土）・14 日（日）・15 日（月）・ 

                            20 日（土）・21 日（日）・23 日（火） 

 

振り返りアンケート 
Google フォームにて回答を集約 

 

アンケート項目 
 

（ リスペクト・フェアプレーデイズ 2025 春 における項目と同一のため略 ） 

 

 

アンケート結果 

【凡例】 
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回答の選択肢 

回答割合により

降順に並べ替え 
上段（ピンク）は春の割合 

 
下段（ 水色 ）は夏の割合 



判定に従った。 

思わず声を出してしまったが判定には従った。 

判定に文句を言った。 

審判員を侮辱した。 

【 選 手 】 
回答数：233 

Q 味方選手のミスにどんな声をかけましたか。（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q 相手選手に対してどんな態度を取りましたか。（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

Q 審判にどんな態度を取りましたか。（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リスペクトの精神で臨んだ。 

相手のミスを喜んだ。 

文句や悪口を言った。 

ミスに対して気にするなと声をかけた。 

何も言わなかった。 

ミスに対して文句を言った。 

ミスに対して怒った。 

旭川地区サッカー協会のワッペンを 
Re-design した３種委員会のワッペンデザイン 



【 指導者 】 
回答数：38 

Q 選手のプレーに対してどのような声かけをしましたか。（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q 選手の判断に対してどのような姿勢で臨みましたか。（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q 審判の判定に対してどのような態度で臨みましたか。（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

判定に対してリスペクトしていた。 

ファーストリアクションで不満を出したが 
判定にはリスペクトしていた。 

判定に対するリアクションを多くとってしまった。 

判定に異議を唱えた。 

良いプレーに賞賛の声かけを行えた。 

選手を励ましたりトライを促したり 

ポジティブな声かけができた。 

プレーが終わった後のネガティブなものが多かった。 

ミスに対して叱責した。 

プレー中にネガティブな声かけがあった。 

 
 

必要最小限にコーチングをとどめた。 

選手の判断に委ね励ます声かけのみを行った。 

全部選手に委ねた。 

オーバーコーチングが目立ったように感じる。 

ワンプレーワンプレーに声をかけるなど 
判断の機会を奪ったように感じる。 

 



Q リスペクト・フェアプレーに関して意見や感想があれば入力をお願いします。 

〇指導者の言葉遣いが選手の言葉遣いにつながると思い、意識するようになりました。 

〇こういった日に意識をすることが、のちにつながると思いました。 

〇試合前の写真撮影の直後に隣の相手チームの選手と握手をすると雰囲気が良かった。 

〇年々審判のレフェリングに対する批判の表現が悪くエスカレートしているような感じがします。この

キャンペーンの趣旨は大変良いと思いますが、なかなか伝わっていないのも事実かと思います。 

〇試合中、自チームの選手が相手選手から「死ね」と言われたようだ。相手選手から聞き取りをしてい

ないから分からないが、とても残念なことである。 

この発言をした選手が該当するか不明だが、近年、子どもたちが何か不満なことが起こると「死ね」

と言う言葉が出てくる。私はこの言葉は使ってはいけない言葉であることを、自校の生徒たちに常に

指導し続けている。 

上っ面だけのリスペクトではなく、心からリスペクトできる生徒や選手の育成を目指して、今日も子

どもたちと接していきます。 

 

【 審 判 】 
回答数：11 

Q 本日の判定に対して伺います。 

 

 

 

 

 

 

 

【 保護者 】 
回答数：198 

Q 自チームの保護者の方の応援はどうでしたか。（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

声援や拍手を行っていた。 

相手チームの良いプレーにも拍手などで讃えていた。 

自チームの選手に対してミスを責める声があった。 

判定に対して異議を唱えていた。 

相手チームの選手に対して非難する声があった。 

感情をコントロールして満足できる判定ができた。 

チームや選手からの異議で委縮してしまった。 

感情的になってしまった場面があった。 



 Q リスペクト・フェアプレーに関して意見や感想があれば入力をお願いします。 

〇観戦していて、試合を観ている保護者もリスペクト・フェアプレーについて意識されてるなと感じま

した。 

〇両チームの観戦者ともに、称賛し合っていて良い試合だった。 

〇ミスした後にポジティブな声かけをしていた。 

〇これからも続けて欲しいです。 

〇主審の、試合中の選手に対し説明しながらプレーオンの声、とても良いと思いました。 

〇保護者席では、お互いのチームに拍手を送り、非難の言葉がある事なく、応援されていたので、良い

気持ちで観戦できました。子ども達も、お互いに声を出し合って、一生懸命試合をしており、相手チ

ームとのとトラブルもなく、参加していた。 

ただ、極端にわかりやすいファールをしている子どもがいて、それにより足の受傷をしていた。審判

も、それをちゃんと観ていたので、イエローカードを出した事に安堵しました。 

フェアな状態で、これからも試合が出来たらと、観ている立場からの意見でした。自分の子には、審

判にはっきり言えと言ってますが、フェアプレーの前のことだと思います。 

〇保護者の皆さんは、ミスを責めたりヤジを飛ばすような方は居なく常識のある応援をしていました。

気になったのは相手チームのコーチや控え選手は、応援や声かけがあり活気がありましたが、自チー

ムは応援をしてはいけないという方針のようでチームメイトの尊重に対するリスペクト・フェアプレ

ーが欠けているように感じました。 

〇選手も指導者も、フェアプレーで試合に臨もうとする姿勢が感じられました。 

残念ながら、おそらく自分のお子さんのプレーのミスに「クソ」と言っている保護者の方がいらして、

嫌な気分になりました。黙って見たらいい、とは言いませんが、必死で頑張っている選手へのリスペ

クトを、親といえども忘れないでほしいと思います。 

〇お父さん達が｢そうじゃないんだよなー！！｣｢おいおい！｣とか大きい声で言っていて気分悪かった

です。 

〇ほんの一部の保護者ですが選手に対して未だに指示をするような方がいますので対策が必要と思い

ました 

〇△△中学校のチームメイトが仲間のプレーを強めに非難している場面が多々見受けられたのでやめ

させてほしい 

〇チームメイトへのかけ声が、キツイ選手がいるので、指導者や審判が指導してほしい。 

〇選手のことですが、味方のミスに対して、強く言う場面が気になります。指導者の指導が必要と思い

ます。サッカー協会からも指導者に対して指導が必要だと思います。 

〇試合後子供が怒って言ってたのですが、今日の対戦相手の□□中学校はプレー中に死ねと何度も言っ

てたそうです。他にもキャプテンの女の子も死ねと言ってたと聞いてすごく残念でした。 

〇試合中に、相手チームの子から、死ねだとかの声があったと聞いています。 

〇試合前や試合後に対戦相手と握手しない選手がいるのは、見ていて気持ちのいいものではありません

でした。審判は近くで見ているので、リスペクト・フェアプレーデイズの時くらいは注意して見てあ

げて欲しいと思いました。 

〇一年生はこれからまだ沢山の機会があるので、二年生を育て、みんな同じ位の割合で試合に出して欲

しい。 



〇写真撮れてなかったって残念すぎます。 

〇試合中、相手チーム選手へのリスペクトとして、よいプレーをした時の声援は難しいなと思いました。

（特にラフプレーをみた時など      ）最後挨拶に来てくれた相手チームに起立し拍手して敬意をはら

うのがやっとで、反省しています。 

特に試合中、相手チームへの敬意をはらう、選手への声かけなど、具体例がありましたら教えていた

ただきたいです。リスペクト・フェアプレーに関して、声援具体例の提案（イレブンなどで）をして

いただけると助かります。既にそのようなものがありましたら、知識不足で申し訳ありません。 

もしありましたら、監督から保護者に教えていただけると助かります。 

〇ミスを責めるより仲間を鼓舞するような声かけが出来ると良いと思います。場面ごとにどんな言葉が

良いなど例があれば分かりやすいかもしれません。 

 

考 察 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MWO の配置 
 

 対戦カード MWO  対戦カード MWO 

1 B 上富良野中 vs コンサ 2nd 則末(3) 9 A 東明中 vs 永山・永山南 片山(3) 

2 A 富良野合同 vs 北門中 添田(3) 10 A 六合中 vs 増毛中 柴田(3) 

3 B 広陵中 vs VITA 2nd 飛世(3) 11 A 北星中 vs ATT 後藤(協) 

4 A CKK vs 附属中 加賀山(3) 12 A 留萌・港南 vs 東川 SC 木村(留) 

5 A 中央中 vs CKK 2nd 田中(3) 13 A 羽幌中 vs 緑が丘中 2nd 佐藤(留) 

6 A 春光台中 vs 緑が丘中 2nd 西崎(協) 14 A 明星中 vs 緑が丘中 岡(4) 

7 B SSSC vs B.N.F.C （延期） 15 A CKK vs 富良野合同 則末(3) 

8 B 名寄 SC vs EINS （延期） 16 A EINS レーヴェ vs たかとんび 飛世(3) 

A：旭川・道北地区カブス／B：道北ブロックカブス  （３）：３種／（４）：４種／（協）：協会 

 春の回答と比較すると、選手・指導者において、

ややネガティブな回答の増加傾向が認められる。 

 これは、シーズンも折り返し時期となり、「今

日の結果が目標とする最終成績を左右しかねな

い」試合が増えてきていて、個やチームの優位性

へのこだわりが強化されていることなどがひと

つの背景になっていると思われる。 

 リーグ戦も二巡目に入り、今後そんな状況がよ

り顕著になることも予想できるが、今一度育成年

代におけるリスペクト・フェアプレーの精神と行

動の重要性に鑑み、相互のリスペクトの下でフェ

アプレーに徹するサッカーの実践を目指したい。 

 

 また自由記述の意見・感想においては、アンケ

ートを重ねるごとにネガティブな状況の具体的

な指摘や、協会への要望などが増えてきている印

象を受ける。 

 特に、今回は、試合中の「死ね」の発言につい

て複数の指摘があり、これは看過できることでは

ないため、３種委員会を始めとする関係セクショ

ンにて適切に対応しなければならない。 

 今後も、これまでのリスペクト・フェアプレー

デイズで明らかになった課題に真摯に向き合い、

リスペクト・フェアプレーの一層の浸透・定着を

目指したい。 

 


